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別紙様式８ 

編 修 趣 意 書 
（教育基本法との対照表） 

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-188 高等学校 数 学 数学Ａ  

※発行者の 

番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

2 東書 数 A ３１7 数学 A Advanced 

 

１．編修の趣旨及び留意点 

 

 数学は，科学の言葉，世界共通の言語であり，グローバル化する現代社会では，自然科学に限らず，

社会科学や人文科学などあらゆる場面において活用されています。数学を学ぶことは，単に計算や証明

ができるようになることだけでなく，論理的な思考力や，客観的，論理的に物事を説明する力を伸ばす

など，他教科の学習や日常生活においても必要とされる力を養うことでもあります。国際化，情報化，

科学技術の発展がより一層進むと考えられるこれからの社会において，これらの変化に対応するために

生徒が自ら思考，判断，表現する力を育成することは大変重要です。また，あわせて主体性や協働性な

どを身に付けることも大切であり，数学の学習はその基幹の一つに位置付くと考えます。 

 本教科書は，教育基本法の目的および理念を踏まえ，生徒が，数学の学習を通して上に示すような力

を身に付けられるよう，次の 3 つのことを目指して編修しました。 

① 数学に興味･関心を持ち，主体的･意欲的に学習しようとする態度を身に付ける。 

② 数学における基礎的な知識･技能を確実に習得し，基本的な概念や原理･法則の体系的な理解を深め

る。 

③ 事象を数学的に考察し表現する能力を高め，数学を日常生活や他教科の学習に活用しようとする態

度を養い，数学の有用性を実感できるようにする。 

 

 

２．編修の基本方針 

 

本教科書は，教育基本法に示された教育の目的および理念を踏まえ，「1. 編集の趣旨及び留意点」で

示した目標を達成するよう，下記の基本方針に基づいて編修しました。 

① 数学的活動を軸とした学習展開を行い，数学に対する興味･関心を高めることができるようにする。 

② 基礎的な知識，技能の習得のための学習手順を大切にし，基礎･基本が確実に身に付くようにする。 

③ 学習内容の精選･重点化を図り，効率的に学習を進めることができるようにする。 

④ 生徒ひとりひとりを大切にし，その個性に応じて能力が十分に伸ばせるようにする。 

⑤ 論理的な把握の背景にある数学的な感覚を大切にし，事象を数学的に考察し表現できるようにする。 

⑥ 身の回りの問題を解決するための道具として数学が有効に働く場面を提示し，数学の有用性やよさ

を感得できるようにする。  
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３．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

ガウス賞について ・ 世界における数学の発展について学ぶ題材を取り上げ，伝

統や文化を尊重する態度を養えるように配慮しました。 

（第 5 号） 

見返し③ 

章とびら ・ その章に関係のある数学者を取り上げ，その数学者の言葉

や経歴を紹介し，数学が発展してきた様子を学べるように

しました。（第 5 号） 

p.5，59，99 

１章 場合の数と確率 ・ 公園の清掃に関する題材を取り上げ，環境の保全や自然に

対する関心が高められるように配慮しました。（第 4 号） 

・ ある病原菌の検査の陽性反応についての学習を通して，数

学と医療との関連性や日常生活における数学の役割が捉

えられるように配慮しました。（第 2 号） 

p.52 

 

p.54 

２章 整数の性質 ・ 整数の分類の身近な例として，ある月の曜日を 7 で割った

ときについて学習することにより，数学への関心を高め，

幅広い知識を獲得できるように配慮しました。（第 1 号） 

p.73 

３章 図形の性質 ・ 「正多面体の不思議」では，図形の性質で学習した内容を

より深める題材を用いることで，空間図形の多面的な見方

について意識させ，真理を追究する姿勢を身に付けること

ができるようにしました。（第 1 号） 

p.144 

 

 

巻末 ・ 「数学でアクティブ・ラーニングをしよう」では，主体的・

協働的に学習する題材を用意し，ペアやグループで問題解

決を行うことを通して，公平・平等の態度を育むことがで

きるようにしました。（第 3 号） 

p.146～147 

 

巻末口絵 ・ 「数学を切りひらいた日本人」では，数学を発展させてき

た先人の努力の足跡を伝え，日本人に対する誇りが持てる

ようにしました。（第 5 号） 

見返し⑧ 
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４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

 

・ 中学校での学習内容とのつながりに配慮し，より学習が深められるよう，必要に応じて単元の最初

に中学校の学習内容を振り返るページを設けました。 

また，巻末の数学Ａに関連する「中学校で学んだ基本事項」でも，中学校の学習内容を確認できる

ように構成しました。 

（学校教育法第 51 条 1 号） 

→ p.12，34，60～61，100，115，127～128，見返し⑨～⑩など 

・ 数学の果たしてきた役割，世界や日本の数学者を紹介することにより，一般的な教養を高めること

に加え，専門的な知識，技術および技能の習得ができるように配慮しました。 

（学校教育法第 51 条 2 号） 

→ 見返し③，p.5，59，95，99，見返し⑧など 

・ 学習内容を基に，日常生活や一般社会の中での課題解決について考えさせるなど，幅広い視野を養

い，持続可能な社会づくりの担い手を育むように配慮しました。 

（学校教育法第 51 条 3 号） 

→ p.58，73，98，144，146～147 など 

・ ユニバーサルデザインに取り組みました。具体的には，小見出しや枠囲みのタイトルなどに UD 書

体を使用し，視認性を高めました。 

また，色覚問題の専門家の校閲を受け，全ページにわたって配色やデザインを検証し，カラーユニ

バーサルデザインに対応しました。 
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別紙様式９ 

編 修 趣 意 書 
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-188 高等学校 数 学 数学Ａ  

※発行者の 

番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

2 東書 数 A ３１7 数学 A Advanced 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

本教科書は，学習指導要領に示された内容を，系統的，発展的，効率的に学習できるよう配列すると

ともに，生徒の発達段階にも考慮して内容を構成しました。数学に興味・関心をもち，意欲をもって数

学を進められることを目指して編修しました。 

 

特色１ 数学への意欲・関心を高める工夫と学力を向上させる工夫 

１．本文，定義，定理などを生徒が読みやすく，理解しやすいようにしています。 

・できるだけ平易な表現を使用して，文意が正しく確実に伝わるように配慮しました。 

また，具体例を豊富に用意することによって，自学自習しやすいように工夫しました。 

２．章のとびらでその章に関係のある数学者を紹介しました。 

     ・数学者の経歴，および，その数学者の言葉を載せ，数学への興味・関心を高めるように 

しました。 

３．リンクマークを充実させ，生徒の実態に合わせて，より柔軟な対応ができるようにしました。 

・問→問題（節末）→練習問題（章末）へのステップアップリンクが貼っており，スムーズ 

にレベルアップできるようにしました。 

[例] p.21 問 21 

 

 

 

 

 

 

p.28 問題 2（節末） 
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・本文から「参考」や「発展」へのリンクを貼っており，教科書の移動をスムーズにしまし 

た。 

[例] p.80 

 

 

 

 

 

      p.82 

 

 

４．基本的な例・例題・問を充実させました。 

・例や例題は基本的な内容とし，問は例や例題と同程度の問題を充実させて，基礎・基本が

確実に理解できるようにしました。 

・やや応用的な内容の例題には マークを付けており，生徒が自学自習で取り組む際 

の目安としました。 

５．章末のコラムで課題学習が扱えるようにしました。 

・章末のコラムでは，その章に関係のある身近な題材を紹介するとともに，課題学習と 

整理・統合しました。生徒が自らその章で学んだ知識を活用して問題を解決する形式にし

ており，作業や活動を通して問題を解決することで，その章の内容に対する興味・関心を

より高めるようにしました。 

[例] p.144 

 

 

６．アクティブ・ラーニングで数学を学ぶコーナーを新設しました。 

・課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶアクティブ・ラーニングを教科書で 

取り入れました。ペアやグループで行うとさらに効果的な課題を豊富に用意しました。 

７．演習問題で，さらに難しい問題へ挑戦できるようにしました。 

・巻末には，各章の練習問題を終えた後に，意欲の高い生徒が主体的に取り組めるよう， 

演習問題を用意しました。 

８．巻末の口絵で，数学を切りひらいた日本人を紹介するコーナーを設けました。 

・数学Ａでは，歴史に名を刻んだ数学者として 3 人の日本人とその経歴を紹介しました。 

数学を発展させてきた日本人の努力の足跡を伝え，生徒の関心を高めるようにしました。 

９．巻末の公式集で，手軽に復習ができるようにしました。 

・巻末に公式集を設けました。これは切り離して使うことができるようにしたことで， 

数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂと体系的に学べるように配慮しました。 

１０．数学Ａの内容に関連する中学校での学習内容を，巻末にまとめました。 

     ・中学校での学習内容がすぐに復習できるようにしました。 
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特色２ 見やすさ，わかりやすさにこだわった教科書 

１．ユニバーサルデザインに配慮しました。 

・本文デザインや図版等の配色においては，カラーバリアフリーに配慮しました。 

・例や例題の区切りが一目でわかるように，デザインを工夫しました。 

・小見出しや枠囲みのタイトル等に，視認性のよい UD 書体を使用しました。 

   ２．例題タイトルを付けました。 

・すべての例題に例題タイトルを付け，例題の内容が一目でわかるようにしました。 

 [例] p.9 例題 1「和集合の要素の個数」 

 

 

 

 

 

特色３ 各章の具体的な特色 

１．学習内容が定着するように，構成や取扱いに配慮しました。 

・集合の要素の個数は，ベン図を多く用いて説明することで，数学Ⅰとの関連を考慮すると

ともに，生徒の直感的な理解を助けるような構成としました。（p.8～11） 

・いろいろな確率では，くじを引く確率がくじを引く順序によらないというくじの公平性に

関する例題や病原菌の検査の精度に関する例題など，生徒が具体的な場面を想像しながら

学習できるような例題を扱いました。（p.43～54） 

・約数，倍数，素数，素因数分解，最大公約数，最小公倍数のような小学校や中学校で学習

してきた内容について，より数学的な記述によってまとめ直しました。また，まとめ直し

に終始することなく，例題を通してそれらの知識を活用できるようにしました。 

（p.60～69） 

・ユークリッドの互除法は，生徒にとって理解しにくい箇所であるため，文章による説明だ

けでなく，図解も加え，生徒が理解しやすくなる構成にしました。（p.76～77） 

・三角形において特定の 3本の線が 1点で交わるという観点から，重心，外心，垂心，内心

を統合的に扱うことで，論理的に証明の手順を考えられる内容にしました。（p.104～107） 

・方べきの定理は，まず定理とその証明を示し，次に定理を活用する例を示して類似問題を

解かせるという学習しやすい流れの構成としました。（p.121～122） 
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２．対照表 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 
配当 

時数 

１章 場合の数と確率 内容(1)ア(ア) 

内容(1)ア(イ) 

内容(1)イ(ア) 

内容(1)イ(イ) 

内容(1)イ(ウ) 

[課題学習] 

p.8～15 

p.16～28 

p.32～42 

p.43～50 

p.51～54 

p.58 

35 

 

 

 

 

 

２章 整数の性質 内容(2)ア 

内容(2)イ 

内容(2)ウ 

[課題学習] 

p.60～75 

p.76～82 

p.84～92 

p.98 

35 

 

 

 

３章 図形の性質 内容(3)ア(ア) 

内容(3)ア(イ) 

内容(3)ア(ウ) 

内容(3)イ 

[課題学習] 

p.100～114 

p.115～126 

p.127～133 

p.134～141 

p.144 

35 

 

 

 

 

  計 105 
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別紙様式 10    
                                                        （日本工業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-188 高等学校 数学 数学Ａ 
               

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

2 東書 数 A ３１7 数学A Advanced 

 

 

ページ 記   述 類型      関連する学習指導要領の内容や 
     内容の取扱いに示す事項 

96-97 合同式 2 (2)整数の性質     ア 

 
 
 
                          （発展的な学習内容の記述に係る総ページ数     2  ） 
 
（「類型」欄の分類について） 
１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であって

も，当該学年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 
２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 
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